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研究成果概要 
本研究は、T2K 実験において期待される信号領域(E<1GeV)、および大気ニュートリノ

においてニュートリノの質量階層性に感度を持つと期待される信号領域（E～

O(10GeV)）でのニュートリノによって生成される粒子の識別（e 型、m型）方法の開

発、改良、および系統誤差の理解を目的とする。	
 

	
 

H27 年度においては前年から引き続き、ビームニュートリノおよび大気ニュートリ

ノ、および宇宙線ミューオンなどの較正用データを取得し、それらを用いた粒子識別

の研究、および系統誤差の確認が行われた。これらの結果を元に T2K 実験におけるニ

ュートリノ振動解析、および大気ニュートリノを用いたニュートリノ振動解析が進め

られた。	
 

T2K 実験においては、反ミューオンニュートリノビームを用いたニュートリノ振動の

研究が進められた。粒子識別を含めたデータの質の確認は重要であり、積極的に研究

が進められた。	
 

	
 

新たな試みとして事象再構成プログラムの開発、および時間情報を用いた粒子識別方

法の研究が行われた。これらは引き続き推し進め、近い将来にデータ解析に用いるこ

とを目指している。	
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